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「証拠金」を預託して取引

商品先物取引は、商品先物取引法に基づき農林水産

大臣または経済産業大臣の許可を受けた商品取引所

が開設する商品先物市場で行われています。日本に

は現在3つの商品取引所があり、貴金属、農産物、

石油製品など約20種類の商品や商品指数が上場さ

れています。

取引銘柄（上場商品）は
約20種類

積極的な投資手段

商品先物取引は、「先物価格」の値上がりや値下が

りを利用して「安い時に買い契約をして、高い時に

転売して差金決済する」、あるいは「高い時に売り

契約をして、安い時に買い戻して差金決済する」こ

とで利益を得ようとする積極的な投資手段でもあり

ます。

取引に必要な証拠金について
商品先物取引業者は日本商品清算機構（JCCH）が発表する
“スパン・パラメータ”に基づいて“委託者証拠金”の額を
決定します。“スパン”は価格変動リスクに応じて必要な証
拠金の額を計算するシステムです。過去の値動きを参考にし
て、価格変動リスクが高まっている場合には証拠金を多めに
預ることで、委託者を価格変動のリスクから保護する役割を
果たします。

商品取引所と主な上場商品
金（標準・ミニ）、白金（標準・ミニ）、銀、パラジウム、ガソリン、灯油、原油、
中京石油（ガソリン・灯油）、ゴム、日経・東工取商品指数など

東京工業品取引所

東京穀物商品取引所

関西商品取引所

コメ、とうもろこし、一般大豆、Non-GMO大豆、小豆、アラビカコーヒー、粗糖など

コメ、冷凍えび、コーヒー指数、コーン75指数、とうもろこし、米国産大豆、小豆、粗糖など

商品先物取引は「証拠金取引」

株取引では買付または売付代金の全額を受払いしま

すが、商品先物取引では総額の3～8％程度の「委

託者証拠金」を取引の担保として預託し売買を始め

ます。この投資資金効率の良さは商品先物取引のメ

リットですが、証拠金の額に比べて十数倍～三十数

倍の取引をするため、大きな利益を期待できる反面、

それと同等の損失を被る可能性も否定できません。
＊委託者証拠金の額は商品先物取引業者によって異なる場合があります。
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